令和６年１１月８日
医療・福祉・介護
関係者各位
酒田地区歯科医師会

在宅歯科支援室
代表　佐々木正晃
酒田地区歯科医師会在宅歯科支援室研修会のお知らせ

晩秋の候、皆様におかれましてはますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
平素より本会事業にご理解ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

さて、この度令和６年度酒田地区歯科医師会在宅歯科支援室研修会としまして、自然環境の変化により今後ますます増加すると予想される『災害』に対応するため、研修会を開催することになりました。ご多忙中のこととは存じますが、万障お繰り合わせの上ご出席下さいますようご案内申し上げます。
　参加を希望される方は、１２月１０日（火）まで別紙様式により酒田地区歯科医師会
（ＦＡＸ０２３４－２２－０８９８）へお申し込み下さい。

記

１．日時　　令和６年１２月１５日（日）９時30分～12時
２．場所　　酒田市民健康センター　3階　大会議室
３．内容　　演題「災害関連死（誤嚥性肺炎）を多職種連携で
どう防ぐか？」～救えたはずの命～
　　　　　　講師　ヒューマンデンタルクリニック
　　　　　　　　　院長　　飯田　良平　先生
４．対象　　歯科医師会会員、スタッフ、医療・福祉関係者他
以上
「酒田地区歯科医師会在宅歯科支援室研修会」
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※事前に講師の先生に質問がある方は、ご記入下さい。

	


１２月１０日（火）までに酒田地区歯科医師会までＦＡＸで返送の程お願い致します。　（ＦＡＸ：０２３４－２２－０８９８）
研修会の趣旨

阪神淡路大震災・東日本大震災・熊本地震・能登大地震、そして酒田での豪雨水害では、大変身近に危機を感じるものとなりました。近年日本でも多くの災害が起こっています。そしてまた、避難所が開設されています。その時、医療従事者として「何かできたでしょうか？」「何かしなければならないと思ったでしょうか？」
　震災時は初動が大切で避難所では、時間が経つにつれて災害関連死が増えてくると言われています。まず考えられるのが、誤嚥性肺炎です。人としゃべることが無くなり、口腔の機能が低下し、飲める水も少ない、口腔ケアをする時間・場所も無いため起こると考えられます。また不規則な生活と食生活は子供たちの歯肉炎や虫歯の増加も引き起こします。
栄養の面ではどうでしょう？災害当日などは口に出来るものは限られます。すぐに支援がくるものと言えば菓子パン、お菓子、インスタント食品などが多くなると思われます。それが続くと、栄養の低下、偏り、体力の低下、免疫力の低下などにより感染症などの疾患も増えると予想されます。それをどう防ぐか、どう動くか？どう連携を取るか？できることは限られるかもしれません。もしかしたら自分が被災者になっているかもしれません。多職種が集まり顔の見える関係作りをし、いつ起こるかわからない災害に備えて準備をしておきたいと思い今回の研修会を企画致しました。皆様と考える1日にしたいと思います。
